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等の皆様と連携

を持ち進めて行

かなければなり

ません」と力強

く述べられた

後、厚木管内ハ

イヤータクシー

安全協力会　福

田会長より大会宣言が読み上げられ、盛大な拍手で採

択されました。

　次に厚木労働基準監督署　星野安全衛生課長より、

安全週間実施要綱と近年における労働災害発生状況の

変化等をグラフで紹介し「第１２次労働災害防止計画

の重点業種対策としても盛り込まれている第三次産業

の小売業等における労働災害防止が必要である」と述

べられ第一部が終了致しました。

　第二部の特別公演一つ目は『東日本大震災に伴う緊

急消防援助隊活動概要について』と題し、厚木消防本

部　鈴木一二三様、内村隆様二人をお招きしお話し頂

きました。震災直後の被災地へ向かう苦難の道や救護

時の写真などを改めて見ると、自然の猛威と共に新た

な防災の意識がいっそう高まったことでしょう。特に

震災時の水の大切さは「飲用に適さない物は捨てない

で手洗いなどに利用する」など実際に経験された方々

の知恵は、私達にも十分活かされる話でした。

　特別公演二つ目は、神奈川県厚木警察署　望月雅之様

より『知ることにより防げ得るリスク』と題し講演して

頂きました。内容は交通事故の「救護措置義務違反（ひ

　

　６月１３日（木）小雨降る中、厚木市文化会館小ホー

ルにおいて労働災害防止４団体共催、厚木市労働基準

監督署後援のもと、全国安全週間県央地区推進大会が

２７２名の参加を得て盛大に開催されました。

　推進大会第一部では最初に労働災害により尊い命を

落とされた方々に対して黙祷がささげられ、続いて陸

運労災防止協会神奈川県支部厚木分会　浅生会長より

開会の辞を頂き幕が上がりました。

　次に主催者を代表して挨拶した見目支部長は「昨年

の政権交代以降アベノミクス効果により長引く景気低

迷に希望の光が見えてきたように思えますが、雇用・

労働条件においてはまだまだ厳しい状況で、企業の安

全衛生への取り組み、労働者の安全衛生意識、職場環

境における安全衛生推進にもさまざまな影響を及ぼす

ことになると思いますので、従来にも増して多様な課

題への対応が必要になるでしょう。もちろんいかなる

状況下にあろうとも安全は最優先して確保しなければ

なりません。働く人達の安全・安心を守るため、私達

に課せられた役割は従来以上必要になって来ることに、

気を引き締めて取り組んでまいりたいと思います」と

述べられました。

　続いて厚木労働基準監督署　酒井署長より「今年の

スローガンにもありますように、安全の原点は働く私

達一人ひとりの心の中にあるのではないでしょうか。

その一つひとつの積み重ねが無災害を築く原動力にな

ると思います。また厚木署管内で労働災害を平成２９

年までに１５％減少させることを目標とした、第１２

次労働災害防止計画が立てられ、各労働災害防止団体

「高めよう　一人ひとりの安全意識　みんなの力でゼロ災害」

平成２５年度　全国安全週間県央地区推進大会開催される
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き逃げ）事例」

です。ややもす

ると「ひき逃げ」

の当事者に成り

かねない事案で

あり、各企業の方々も社員教育に活かしたいと活発な

意見も出されました。「救護措置義務違反（ひき逃げ）」

　

の未然防止と言う観点から多くの場で紹介される事を

会場の方々も切に願ったことでしょう。

　最後に建設業労働災害防止協会神奈川支部厚木分会

　井上会長より閉会の辞を頂き無事大会が終了いたし

ました。

 

（ＡＧＣオートモーティブＡＭＣ㈱　小峯 雄二 記）

署からのお知らせ

現状と課題
　・　平成２４年 (第１１次防最終年・第１２次防基準年 )の被災者数

　　　⇒　死亡者数４６人 (対前年比８人減少 )、死傷者数６，６８９人 (対前年比９６人（１．５％）増加 )

　・　増加傾向 (又は、横ばい傾向 )にある業種

　　　⇒　運輸交通業、小売業、社会福祉施設、飲食店、食料品製造業

　・　平成２４年の死亡災害のうち約半数は製造業と建設業で発生。

　・　死亡災害では、「墜落・転落」「はさまれ・巻き込まれ」「交通事故」で約６割。

　・　休業災害では、「墜落・転落」「転倒」「動作の反動・無理な動作 (腰痛 )」で約５割。

　・　「５０歳以上」の労働者が被災する割合が高い (死亡災害で５割以上、死傷災害で約４割 )。

　　　⇒　特に、「小売業」、「社会福祉施設」において割合が高い。

　・　「小売業」、「社会福祉施設」、「飲食店」、「食料品製造業」においては、「非正規雇用労働者」の就業率が高く、

　　被災する割合も高い。

　・　業務上疾病による死亡者のうち、１／３以上が「脳・心臓疾患」によるもの。

　・　業務上疾病のうち「腰痛」の発生件数は「社会福祉施設」において増加傾向にある。

計画期間
　・　平成２５年度～２９年度 (５か年計画 )

計画の全体目標
　・　平成２９年までに、神奈川県内の労働災害による死亡者数を１５％以上減少 (平成２４年比 )

　・　平成２９年までに、神奈川県内の労働災害による死傷者数を１５％以上減少 (同上 )

　　　　【平成２９年最終目標：死亡者数を３９人以下、死傷者数を５，６００人以下】

４つの重点施策
　Ⅰ　労働災害、業務上疾病発生状況の変化に合わせた対策の重点化

　　１　重点業種対策 (抜粋 )

　　　(2) 陸上貨物運送事業対策

　　　　・　荷役作業の労働災害防止対策の普及・徹底、「トラックの荷役作業における安全対策ガイドライン」　

　　　　　の周知・普及

　　　　・　墜落・転落災害の防止、腰痛予防対策を重点とした安全衛生教育の実施の指導

　　　　・　経営トップの理解促進、安全衛生管理体制の整備

　　　　・　関係災防団体等との連携による啓発・指導

　　　　・　荷主による取組の促進

　　　(3) 食料品製造業対策

　　　　・　経営トップに対する働きかけ

　　　　・　安全管理体制の確立、安全衛生担当者の明確化と担当者に対する教育の実施を指導

第１２次労働災害防止推進計画　神奈川労働局 (平成２５年５月 )
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　　　　・　食品加工用機械の災害防止対策の推進

　　　　・　安全衛生教育の継続的実施

　　　　・　労働者の意識改善

　　　　・　災害発生を契機とした事業場に対する指導・啓発による安全管理水準の向上

　　　(4) 製造業対策

　　　　・　リスクアセスメントの実施の促進等、管理体制の整備促進

　　　　・　「はさまれ・巻き込まれ」災害の防止を重点に、機械設備の本質安全化等、災害防止対策の徹底

　　　　・　労働者の意識改善

　　　　・　中災防、関係災防団体等との連携による啓発・指導

　　２　健康確保・職業性疾病対策 (抜粋 )

　　　(1) メンタルヘルス対策

　　　　・　中小規模事業場の心の健康づくり計画の策定等の推進

　　　　・　職場のストレス要因の把握及び職場の改善

　　　　・　職場復帰支援の取組の推進

　　　　・　事業場外資源の活用

　　　　・　関係団体等との連携

　　　(2) 過重労働による健康障害防止対策

　　　　・　労働時間の適正な把握管理及び健康管理の徹底

　　　　・　長時間労働者に対する医師による面接指導等の健康管理の徹底

　　　　・　衛生委員会等における調査審議による健康管理の徹底

　　　(3) 化学物質対策

　　　　・　危険有害性の表示、安全データシート (ＳＤＳ) の交付制度の普及促進

　　　　・　危険有害性情報を活用したリスクアセスメントの実施推進

　　　　・　作業環境管理の徹底及び改善

　　　(4) 腰痛予防対策

　　　　・　「職場における腰痛予防対策指針」の周知・徹底 (社会福祉施設・小売業・陸上貨物運送事業を重点 )

　　　　・　作業方法の改善

　　　　・　腰痛予防教育の徹底等

　　　(5) 熱中症対策

　　　　・　早期警戒及び適切な作業計画による予防対策の徹底

　　　　・　ＷＢＧＴ値 (暑さ指数 )の活用等による作業環境管理、作業管理の徹底

　　　　・　健康管理等の徹底、及び早めの対処等による重症化の防止

　　　(6) 粉じん障害防止対策

　　　　・　「第８次粉じん障害防止総合対策」に基づく粉じん障害防止対策の徹底

　Ⅱ　行政、労働災害防止団体、業界団体等との連携・協働の強化

　　・　関係行政機関、専門家、災害防止団体、業界団体、産業保健機関、との連携・協働

　Ⅲ　社会、企業、労働者の安全・健康に対する意識改革の促進

　　・　経営トップに対する働きかけによる安全・健康意識の高揚

　　・　不安全行動防止と危険感受性向上のためのキャンペーン活動

　　・　地域・職域・学校との連携による国民全体の安全・健康意識の高揚

　Ⅳ　発注者、製造者、施設等の管理者による取組の強化

　　・　建設工事発注者に対する要請　　・　荷主による取組の促進　　・　機械設備の本質安全化の促進

　　　詳しい内容（推進計画本文）については神奈川労働局ホームページ

　　　（http://kanagawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）をご参照ください。

署からのお知らせ
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　当支部には様々な業種の事業所が加入されており、それぞれ特色ある企業活動をされています。

そして、平成２５年度定期総会でご紹介いたしましたとおり、昨年は８事業所に入会いただきました。

今回はその中から４事業所をご紹介いたします。

ＡＧＣオートモーティブＡＭＣ 株式会社 相模工場

＊事業内容  国内自動車メーカーに自動車用窓ガラス（特にガラスとその外周の樹脂モールを一体成型

   した窓ガラス）を提供している会社です。

＊事業所の特色  「物を大切に！」を経営理念として、１９８９年５月に設立されました。お客様に安心し

   てご使用して頂ける窓ガラスを提供できるよう安全第一をベースに日々品質改善を続けて

   います。

泰朋鉄工 株式会社

＊事業内容  製造請負作業及び人材派遣事業

＊事業所の特色  １９８５年発足以来、一貫して顧客満足第一を心がけております。

   「安全・品質・環境・法令順守」この４つを徹底し社会貢献に繋がる事業を行い「事業は

   社会の公器である」という原点に立って、あらゆる業種へ挑戦する積極的経営を推進し発

   展的で豊かな人間性を創造するようたゆまない努力を続けております。

株式会社 ジェイ・ビー・ケー・サービス

＊事業内容  二事業部で活動している会社です。

   １．ＪＢＥ事業部：各種試作・実験治具等の設計 ／製作／改造業務

   ２．ＳＶ事業部 ：自動車部品工業 (株 )殿の生産

   支援・福利厚生・営繕業務

＊事業所の特色  設計・試作のプロ集団である「ＪＢＥ」と身体障

   害者・高齢者を中心とする「ＳＶ」がうまく連携

   し、２００７年１１月以降、無災害を続けています。

   全員参加のＫＹＴ、ＨＨＫ（ヒヤリハットキガカリ）

   対策の即実施等が効果をあげています。

株式会社 北欧トーキョー　本社・神奈川工場

＊事業内容  小田急グループの一員としてベーカリーチェー

   ン「ＨＯＫＵＯ」を展開、自社工場で作ったパ

   ンを販売しています。

＊事業所の特色  本社併設の神奈川工場で「安全・安心・ 健康・

   美味」をキーワードに選び抜いた素材を、従業

   員がパン生地の仕込みから焼き上げまで心をこ

   めて約１００種類手作りしています。「安全な

   パンは安全な職場から」ということで、作業の

   安全にも十分気をつけて毎日パン作りを行って

   います。

新会員のご紹介

写真）本社・神奈川工場

「安全衛生委員会」の皆さん
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　夜寝ている間に膝から下がむずむずするような不快

感が起き、動き出したくてたまらなくなった経験はあ

りませんか。

　面白い名前ですが、これは正式な病名です。日本に

は約１３０万人の人が悩まされていると推測されてい

ます。

　診断ポイントは以下；

①脚に不快感や違和感があり、じっとしていられず脚

を動かしたくなる

②安静にしている時に起こる又は悪化する

③歩いたり脚を動かすと改善する

④日中より夕方や夜間に強くなる

　いかがでしたか？

原因は、鉄不足による貧血や慢性腎不全、初期の糖尿

病、抗うつ薬の副作用等による中枢神経に係ると考え

られています。不快感による不眠で日常生活に支障を

感じている方は、睡眠専門医や神経内科医に相談して

みてはいかがでしょうか。

 

日立オートモティブシステムズ㈱

保健師 　木原　宏美

「むずむず脚症候群」 知っていますか？

　私とシャリィとの出会い・・・といっても外国の女

性でもペットでもありません。そうです「ホンダ・シャ

リィ」ミニバイクなのです。

　私の移動手段は主に自転車で、通勤や買物に利用し

ていましたが、ある日、インターネットオークション

を閲覧していると、シャリィＣＦ７０が出品されてい

るではありませんか。それも地元のバイク店です。早

速、手付金を支払い、教習所に通い詰め、小型バイク

の免許を取得し、平成２２年８月に購入をしました。

　現在は通勤や買物、週末のツーリングと青春時代に

できなかった経験をこの年齢（５３歳）で満喫してい

ます。

　シャリィＣＦ７０の年式は１９８１年製で、３０年

以上経っており、電気系統の不安を除けば、エンジン

の調子もよく、燃費も１リッターあたり４０～５０ｋ

ｍは走ります。

　シャリィＣＦ７０の走り方として、スピードは期待

できませんので、ゆっくりと散策ツーリングを楽しみ、

気が付くと自転車のロードレーサーに追い抜かれるこ

ともたびたび、でも気にすることはなく山に往けば森

林浴を海に往けば潮の香りを感じながら幸福感が

　

いっぱいです。なにぶん、古い年式のバイクを購入

したので、部

品の供給に期

待ができない

ので、あと何

年この幸せを

満喫すること

ができるかと

自問自答の毎

日です。

　購入当初１ヶ月目で、右下り坂で転倒し、肋骨にヒ

ビが入るけがをしましたが「でも、いいーんです。シャ

リィＣＦ７０が大好きなんです」シャリィＣＦ７０は

シャリィＣＦ５０と違い、今では大変希少価値があり

ます。又、５０㏄の原動機付自転車とは違い、法定最

高速度６０ｋｍ／ｈ走行や二段階右折もなく、高速道

路と自動車専用道路こそ走行はできませんが、私には、

十分な相棒です。

　是非、機会があればシャリィのオーナー方達との交

流、個人的には東北や北海道をゆっくりと温泉ツーリ

ングをしたいのですが、年式も古いので無理かな・・・

株式会社 東洋製作所

保木　浩章

『 私 とシ ャ リ ィ 』

健康だより健康だより健康だより
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支部からのお知らせ

今後の支部行事予定

全国衛生週間県央地区推進大会

届出手続き講習会

労働衛生研修会

職長安全衛生教育講習会

９月１２日（木）

９月２６日（木）

１０月　４日（金）

１０月２４日（木）・２５日（金）

楽しむ雰囲気が熟成されていると強く感じ取ることが

出来ます。

　今年も１１月９（土）・１０日（日）に「あつぎ国

際大道芸２０１３」の開催がありますが、何よりも厚

木市では、本厚木駅北口広場で「あつ芸人」と題した

パフォーマンスが毎月第３土曜日に行われているのを

ご存知でしょうか。

　芸人の方々の熱いパフォーマンスをまじかで観るこ

とが出来ますので、見物された皆さんの驚きと笑顔、

子供達の楽しそうな様子に、きっと心が和むこと間違

いなしです。

　厚木には、駅周辺に格安で、グレードの高いビジネ

スホテルが数多く点在しており、遠方からでも、泊り

がけでアーバンツーリズムを呼び込むことが出来る材

料が揃っています。市民と芸人が中心となって街を元

気にするイベント「あつぎ大道芸」の輪を、これから

も広げて欲しいと願っています。

（日新工業㈱　人見 久夫 記）

　厚木市は、新宿からも小田急線で直結された、いわ

ゆる「ベットタウン」としての大きな街で、市街地も

広く、その至る所に人が集う公

園が点在しています。

　それらの公園の中心にあるの

が、「厚木中央公園」であり、市

民が参画して、それらの公園を

活用したイベントも、年間を通

じてあれこれ行われています。

　その代表格のお祭りとして、

「あつぎ国際大道芸」があります。昨年は１１月１０

日（土）・１１日（日）に開催されました。最近は、

街の活性化のために「よさこい」などのイベントを核

とする街が多く見られますが、「大道芸人」を一堂に

集める所も、少しずつ増えつつあります。横浜や名古

屋、静岡や大分などでも力を入れていますが、厚木市

は有力な芸人を集結させて、多くの人が一体となって

あつぎ大道芸の祭典を楽しむディスカバリーディスカバリー
d i s c o v e r yd i s c o v e r y

あ つ ぎ

◎支部夏季休暇のお知らせ　８月１２日（月）～８月１６日（金）まで

  ・８月１９日（月）より通常業務


